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葉っぱスタンプでバンダナ 

プログラムの概要・ねらい 
 葉っぱの裏に絵の具を塗り、布に押して思い思いの

バンダナを作成する。葉っぱを選びながら採集するこ

とによって、葉っぱそれぞれの形、大きさ、硬さ、葉

脈の違いに気付くきっかけとなる。 

 

 

材料とクラフト室倉庫の鍵をサービスセンター受付で受け取る。※材料数を確認する。 

テーブルに新聞紙を敷き、汚れないように準備をする。 

場所 クラフト室 実習室 

 時間 2時間～2時間 30分 

値段 料金表参照 

季節 年間 人数 各部屋 席数 48 

準備物 

【利 用 者】新聞紙、ぞうきん、活動に適した服装 

      救急用品 

【自然の家】材料（バンダナ、白紙、アクリル絵の具）、

筆、パレット、水入れ 

 

 
 ①準備  
 

 

【時間】 

0:00 

 

0:05 

 

見本の紹介 

 

葉っぱを採るときの注意事項の説明 

① 葉っぱを採り過ぎない。 

（使う分だけを採集し、過剰に採り過ぎない） 

② 1色につき、1枚の葉っぱが必要。 

0:15 葉っぱを採りに行く。 

※林や茂みには入らない。 

※プログラムで他校が使用している施設には、入らないように指導する。 

※注意が必要な動植物があるので確認し、スズメバチや毒ヘビに遭遇した

場合の注意を徹底する。（別紙 注意が必要な動植物参照） 

 

0:45 作り方の説明 

0:50 葉っぱスタンプでバンダナ作り開始 

 

① バンダナの図案を考える。 

 

② 布の下に白紙を敷く。（布にしみ込んだ絵の具が、布の裏側に新聞紙

が付くのを防ぐため。） 

 

③ 採ってきた葉っぱの裏側に絵の具を塗る。絵の具を塗った面を布に

載せる。（写真①） 

 

④ その上に、折り畳んだ新聞紙を載せ、新聞紙の上からよくこする。

（写真②） 

 

⑤ 新聞紙と葉っぱを取り除く。（写真③） 

 

⑥ ③～⑤を繰り返し、バンダナを完成させる。（写真④･⑤） 

 

  

  

  

 ②実施の流れ  
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次ページへ 

学校・団体 



                        千葉市少年自然の家プログラム クラフト 

草花の紙すき その２     
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

使用した筆、パレット、水入れは洗って、ぞうきんで拭く。 

※使用した筆、パレットは、アクリル絵の具が乾く前に水洗いをする。 

ぞうきんと備え付けの掃除用具を使い、掃除をする。（掃除の仕方についてはクラフト室の掲示参照） 

工具、部屋等の破損があった場合は、サービスセンター受付へ連絡する。 

クラフト室倉庫の鍵、余った材料はサービスセンター受付へ返却する。 

 

 ③後片付け  
 

 

【時間】 

0:50 

 

＜スタンプを押すときの注意点＞ 

・ 絵の具には水を入れ過ぎない。（葉っぱの裏側に色濃く塗ると、葉脈がきれいに付く。） 

・ 絵の具を付け過ぎない。 

・ バンダナの裏に白紙がくっ付くので、時々はがしながら作成する。 

・ スタンプ以外に、筆で文字や絵を描いてもよい。 

1:40 片付け 

 

2:00 終了 

 

 

 

 

 ②実施の流れ(つづき) 
 

葉っぱスタンプでバンダナ その 2 
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